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深
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よ
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②
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
、

日
英
関
係
緊
迫
、
愛
妻
急
逝

　

戦
前
の
世
界
三
大
貿
易
金
融
専
門
銀
行
の
ひ
と
つ

横
浜
正
し
ょ
う

金き
ん

銀ぎ
ん

行こ
う

の
エ
リ
ー
ト
行
員
加
納
久
朗
は
、
イ

ン
ド
・
カ
ル
カ
ッ
タ
支
店
長
、
本
社
〈
本
社
（
本
店
）

は
昭
和
初
期
に
国
際
港
湾
都
市
・
横
浜
か
ら
帝
都
・

東
京
の
中
心
部
（
日
本
銀
行
の
並
び
）
に
移
転
〉
を

経
て
、
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
７
月
１
日
、
栄は

え

あ
る
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
に
就
任
し
た
。
48
歳
、「
働

き
盛
り
」
で
あ
っ
た
。
国
際
派
の
久
朗
に
は
打
っ
て

つ
け
の
ポ
ス
ト
だ
っ
た
。
同
支
店
は
ロ
ン
ド
ン
の
金

融
街
（
シ
テ
ィ
）
の
中
心
部
ビ
シ
ョ
プ
ス
ゲ
ー
ト

（Bishopsgate

）
７
番
地 

に
あ
っ
た
。
野
原
大
輔
の

後
任
で
あ
っ
た
。
久
朗
夫
妻
の
４
人
の
子
ど
も
の
う

ち
３
人
は
成
人
し
て
お
り
、
二
度
目
の
今
回
は
妻
多た

津づ

、
13
歳
の
末
娘
英ひ
で

子こ

（
愛
称
ロ
ー
ザ
）、
中
年
女
性

の
使
用
人
ま
さ
、
さ
ら
に
愛
犬
を
同
伴
し
て
横
浜
か

ら
出
航
し
た
。

３
週
間
の
長
い

船
旅
の
末
、
イ

ギ
リ
ス
最
大
の

貿
易
港
リ
バ

プ
ー
ル
に
着
い

た
。
翌
日
列
車

に
乗
り
換
え
て

ロ
ン
ド
ン
に
到

着
し
た
。

後
継
若
槻
内
閣
の
成
立
（
６
年
４
月
）
と
満
州
事
変

（
同
年
９
月
）、
犬
養
内
閣
に
よ
る
金
輸
出
再
禁
止
（
同

年
12
月
）
を
経
て
７
年
春
に
は
反
動
右
翼
に
よ
る
財

界
指
導
者
井
上
準
之
助
、
同
団だ
ん

琢た
く

磨ま

の
暗
殺
な
ど
テ

ロ
や
テ
ロ
未
遂
が
横
行
し
た
。
遂
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー

５
・
15
事
件
に
よ
り
議
会
政
治
は
息
の
根
を
止
め
ら

れ
た
。
こ
の
後
は
、
国
家
の
た
め
に
犠
牲
を
強
要
す

る
デ
ス
ポ
テ
ィ
ズ
ム
（
専
制
政
治
）
の
跳ち
ょ
う
り
ょ
う
ば
っ
こ

梁
跋
扈
に

転
落
す
る
。
こ
れ
が
ド
イ
ツ
に
登
場
し
た
ナ
チ
ズ
ム

の
狂
騒
に
共
鳴
す
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
６
年
10
月

１
日
、
内
大
臣
秘
書
官
木
戸
幸
一
は
西
園
寺
公き
ん

望も
ち

秘

書
原
田
熊
男
邸
に
出
向
い
て
、
近
衛
文ふ
み

麿ま
ろ

や
外
務
省

情
報
部
長
白
鳥
敏
夫（
い
ず
れ
も
久
朗
の
知
友
）と「
軍

部
の
陰
謀
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。「
陸
軍
中
堅
分

子
の
結
束
頗そ
こ
ぶる
強
く
、
昭
和
２
年
頃
よ
り
の
計
画
に

し
て
、
政
党
を
打
破
し
一
種
の
デ
ィ
ク
テ
ー
タ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
国
政
を
処
理
せ
む
と
の
計
画
な
る
が
如
く
、

実
に
容
易
な
ら
ざ
る
問
題
な
り
。
而し
か

し
て
如
か
く
の
ご
と
き此
問
題

は
現
在
の
政
治
家
連
は
到
底
リ
ア
ラ
イ
ズ
出
来
そ
う

に
な
く
、結
局
、之こ
れ

に
対
す
る
方
策
は
頗
そ
こ
ぶ
る
困
難
な
り
。

真
に
困
難
な
り
！
」（『
木
戸
日
記
』）。
こ
の
軍
部
の「
陰

謀
」
情
報
を
、
久
朗
は
木
戸
の
関
係
筋
か
ら
密
か
に

入
手
し
、
暗あ
ん

澹た
ん

た
る
気
持
ち
に
陥
っ
た
。
非
戦
主
義

者
で
あ
る
久
朗
に
と
っ
て
、
選
択
肢
は
英
米
と
の
協

調
し
か
な
く
、
そ
れ
は
中
国
に
お
い
て
は
門
戸
開
放

の
原
則
を
意
味
し
て
い
た
。
同
時
に
日
本
に
お
い
て

は
自
由
貿
易
、
自
由
経
済
を
意
味
し
て
い
た
。
思
想

的
に
は
軍
国
主
義
に
反
対
し
自
由
主
義
と
い
う
原
理

を
媒
介
と
し
て
政
党
政
治
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
っ
た
。「
歴
史
認
識
の
な
い
政
治
や
外
交
は
根
の

な
い
花
で
あ
る
」。
久
朗
の
口
癖
だ
っ
た
。

　

最
後
の
内
大
臣
木
戸
幸
一
は
、
昭
和
維
新
の
元
勲

木
戸
孝た
か

允よ
し

の
孫
で
あ
る
。
天
皇
側
近
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
「
昭
和
の
重
臣
」
で
あ
っ
た
。
学
習
院
か
ら
京
都

帝
大
時
代
を
原
田
熊
男
や
近
衛
文
麿
と
共
に
歩
み
、

昭
和
の
動
乱
の
幕
開
け
と
な
っ
た
昭
和
５
年
に
商
工

省
の
官
僚
か
ら
内
大
臣
秘
書
官
長
に
転
じ
て
昭
和
天

皇
の
側
近
に
加
わ
り
、
元
老
西
園
寺
公
望
に
親し
ん

炙し
ゃ

す

る
「
西
（
園
寺
）
公
三
羽
烏
」
の
ひ
と
り
と
し
て
、

第
一
次
近
衛
内
閣
で
文
部
大
臣
と
厚
生
大
臣
を
、
続

く
平
沼
内
閣
で
内
務
大
臣
を
歴
任
し
た
。
昭
和
15
年

内
大
臣
に
就
任
す
る
と
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
終

戦
に
至
る
最
も
困
難
な
時
代
に
常
侍
輔ほ

弼ひ
つ

の
大
任
を

担
い
、
戦
後
は
Ａ
級
戦
争
犯
罪
容
疑
者
と
し
て
巣
鴨

プ
リ
ズ
ン
に
収
監
さ
れ
て
終
身
刑
の
判
決
を
受
け
た
。
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久
朗
が
ロ
ン
ド
ン
に
赴
任
す
る
以
前
に
勃
発
し
た

満
州
事
変
は
、
日
中
関
係
は
も
と
よ
り
英
米
な
ど
国

際
関
係
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
深
刻
な
衝
撃
を
与

え
た
。
同
事
変
は
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
９
月

18
日
の
柳
条
湖
事
件
か
ら
８
年
５
月
の
塘タ
ン
ク
ー沽
協
定
ま

で
の
日
本
軍
部
に
よ
る
中
国
東
北
部
（
奉
天
・
吉
林
・

黒
竜
江
）・
内
蒙
古
東
部
へ
の
一
連
の
武
力
進
攻
を
指

す
。
事
変
の
結
果
、
７
年
３
月
１
日
、
関
東
軍
の
影

響
下
に
満
州
国
が
建
国
さ
れ
た
。
関
東
軍
は
対
ソ
戦

の
基
地
確
保
と
中
国
に
よ
る
権
益
回
収
へ
の
予
防
措

置
と
し
て
、
関
東
軍
参
謀
石
原
莞か
ん

爾じ

ら
の
主
導
で
武

力
に
よ
る
満
蒙
領
有
計
画
を
実
行
に
移
し
た
。

　

柳
条
湖
事
件
勃
発
後
、
中
国
は
国
際
連
盟
に
提
訴

し
、
以
後
、
日
本
の
軍
事
行
動
を
抑
制
し
よ
う
と
す

る
国
際
連
盟
と
、
そ
れ
に
挑
戦
す
る
関
東
軍
が
鋭
く

対
立
し
て
行
く
。
若
槻
内
閣
は
事
変
の
不
拡
大
方
針

を
と
っ
た
。
だ
が
関
東
軍
の
軍
事
行
動
の
積
み
重
ね

に
、
国
際
連
盟
や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
ア
メ
リ
カ
は
日

本
政
府
の
軍
部
統
制
能
力
に
不
信
を
も
っ
た
。
特
に

連
盟
は
、
満
鉄
付
属
地
に
対
す
る
自
衛
権
行
使
と
は

弁
明
で
き
な
い
と
し
て
、
張
学
良
軍
の
根
拠
地
錦
州

へ
の
爆
撃
と
北
満
進
攻
を
重
視
し
た
。
昭
和
７
年
１

月
７
日
、
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
ス
チ
ム
ソ
ン
が
非

合
法
手
段
に
よ
る
満
州
の
現
状
変
更
は
認
め
な
い
と

の
不
承
認
声
明
を
発
表
し
た
。

　

調
査
団
派
遣
を
要
求
す
る
日
本
の
提
案
を
受
け
て
、

リ
ッ
ト
ン
調
査
団
が
事
件
現
場
と
中
国
・
日
本
を
訪

問
し
、
同
年
９
月
30
日
に
報
告
書
を
連
盟
に
提
出
し

た
が
、
報
告
書
発
表
前
の
９
月
15
日
に
日
本
は
満
州

国
を
承
認
し
た
。
満
鉄
付
属
地
へ
の
早
期
撤
退
と
中

国
の
満
州
に
対
す
る
主
権
承
認
を
内
容
と
す
る
リ
ッ

ト
ン
報
告
書
は
、
昭
和
８
年
２
月
24
日
の
国
際
連
盟

総
会
で
採
択
さ
れ
、
日
本
は
３
月
27
日
に
連
盟
脱
退

を
通
告
し
た
。
さ
ら
に
熱
河
作
戦
を
す
す
め
て
軍
事

支
配
領
域
を
拡
大
し
、
同
年
塘と
う

沽こ

協
定
に
よ
っ
て
満

州
の
中
国
本
部
か
ら
の
分
離
が
確
定
し
た
。
こ
の
間
、

昭
和
７
年
１
月
上
海
事
変
が
始
ま
る
と
、
英
米
両
国

政
府
は
日
本
政
府
に
外
国
人
の
生
命
財
産
を
危
う
く

し
た
日
本
軍
の
行
動
を
強
く
抗
議
し
、
ア
メ
リ
カ
は

巡
洋
艦
と
駆
逐
艦
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
上
海
へ
派
遣

し
た
。
英
米
は
上
海
事
変
を
国
際
協
調
主
義
の
原
則

に
対
す
る
公
然
た
る
挑
戦
と
受
け
止
め
た
の
で
あ
り
、

そ
の
影
響
は
満
州
事
変
の
比
で
は
な
か
っ
た
。
日
本

が
ア
メ
リ
カ
と
の
強
い
信
頼
関
係
を
自
ら
断
ち
き
っ

た
こ
と
に
な
っ
た
。

　

帝
政
ド
イ
ツ
の
モ
ル
ト
ケ
元
帥
は
言
う
。「
規
律
こ

そ
軍
隊
の
魂
な
り
。
規
律
な
き
軍
隊
は
常
に
浪
費
的

存
在
に
し
て
、
戦
時
に
お
い
て
は
役
に
立
た
ず
、
平

時
に
お
い
て
は
危
険
き
わ
ま
る
も
の
な
り
」。
そ
ん
な

恐
る
べ
き
姿
に
日
本
の
軍
隊
も
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。
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満
州
事
変
が
起
き
た
昭
和
６
年
の
９
月
18
日
、
イ

ギ
リ
ス
政
府
は
金
本
位
制
の
停
止
を
決
定
し
、
週
明

け
の
21
日
午
前
零
時
を
期
し
て
実
施
し
た
。
５
月
に

は
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
金
融
恐
慌
が
起
き
て

以
来
、
約
２
億
ポ
ン
ド
の
正
貨
が
流
出
し
て
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
銀
行
の
正
貨
準
備
高
が
１
億
３
０
０
０
万
ポ

ン
ド
を
割
っ
た
の
で
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
首
班
と
す

る
労
働
、保
守
、自
由
３
党
連
立
の
挙
国
一
致
内
閣
は
、

金
本
位
離
脱
を
声
明
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

な
ど
が
追
随
し
た
。
正
貨
金
融
の
王
座
に
君
臨
す
る

こ
と
の
久
し
か
っ
た
ポ
ン
ド
帝
国
崩
壊
の
の
ろ
し
が

上
が
り
、
ポ
ン
ド
価
は
３
分
の
２
に
下
落
し
、
世
界

は
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
一
転
し
て
「
新
た
な
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
出
発
」
の
時
期
を
迎
え
る
。

　

極
度
の
デ
フ
レ
、
多
額
の
正
貨
流
出
、
日
本
も
全

く
同
じ
事
情
に
あ
っ
た
が
、
蔵
相
井
上
準
之
助
は

英
国
は
し
ば
ら
く
の
期
間
を
置
い
て
元
通
り
の
金

本
位
に
復
帰
す
る
と
見
て
お
り
、「
国
家
財
政
の
基

礎
、
そ
の
他
の
点
に
お
い
て
我
国
ほ
ど
堅
実
な
国
は

米
仏
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
」
と
強
気
の
声
明
を

出
し
て
金
輸
出
再
禁
止
を
否
定
し
た
。
首
相
若
槻

は
「
も
は
や
再
禁
止
や
む
な
し
で
は
な
い
か
」
と
井

上
に
勧
め
た
が
、
応
じ
な
か
っ
た
。
も
し
日
本
政
府

は
イ
ギ
リ
ス
に
倣な
ら

っ
て
直
ち
に
金
輸
出
を
再
禁
止
し

て
い
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
３
か
月
足
ら
ず
の
間
に
起
き

た
ド
ル
買
い
騒
ぎ
で
、
横
浜
正
金
銀
行
に
な
け
な

し
の
５
億
１
０
０
０
万
円
分
の
ド
ル
を
売
ら
せ
て

３
億
５
０
０
０
万
円
の
正
金
準
備
を
失
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
解
禁
時
に
13
億
円
台
だ
っ
た
正
金
準
備
は

２
年
足
ら
ず
の
間
に
５
億
円
台
に
急
減
し
、
再
禁
止

に
よ
っ
て
円
相
場
は
１
０
０
円
＝
49
ド
ル
か
ら
１
年

後
に
は
20
ド
ル
を
割
っ
て
６
割
も
下
落
す
る
。
久
朗

は
本
社
に
あ
っ
て
こ
の
惨
状
に
対
処
す
る
グ
ル
ー
プ

に
加
え
ら
れ
た
が
、
激
動
す
る
国
際
関
係
に
な
す
術す
べ

が
な
か
っ
た
。
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久
朗
が
ロ
ン
ド
ン
勤
務
に
戻
っ
て
き
た
時
、
彼
の

生
活
環
境
は
前
回
の
時
代
と
大
き
く
変
わ
っ
た
。
日

本
政
府
に
支
援
さ
れ
た
横
浜
正
金
銀
行
の
ロ
ン
ド
ン

N
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彼
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
こ
よ
な

く
愛
し
、
重
責
の
支
店
長
と
し
て
「
日
英
友
好
の
懸
け

橋
た
ら
ん
」
と
の
夢
を
抱
い
た
。
だ
が
前
回
の
よ
う

な
優
雅
で
充
実
し
た
海
外
勤
務
や
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
す
る
こ
と
を
時
代
が
許
さ
な
か
っ
た
。
日
英
関
係
は

緊
迫
し
後
戻
り
の
出
来
な
い
深
淵
に
陥
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
彼
が
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
に
就
任
す
る
ま
で
の

日
本
の
内
外
の
情
勢
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

昭
和
５
年
３
月
28
日
、
久
朗
の
信
仰
上
の
師
（
心

の
師
）
で
あ
る
内
村
鑑
三
が
永
眠
し
た
。
享
年
69
歳
。

久
朗
は
内
村
の
葬
儀
に
参
列
し
、
師
の
遺
影
を
前
に

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
師
の
「
非
戦
の
思
想
」
を
実

践
し
て
行
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
誓
っ
た
。

　

昭
和
初
期
の
日
本
の
歴
史
は
、
陸
軍
の
横
暴
に
よ

り
民
衆
の
生
命
を
犠
牲
に
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
。

　

戦
前
、
天
皇
が
内
閣
総
理
大
臣
を
任
命
す
る
際
言

い
渡
し
た
の
は
、
慎
重
な
外
交
と
憲
法
の
遵
守
で
あ
っ

た
。
前
者
は
英
米
と
の
関
係
を
重
視
せ
よ
と
の
意
味

で
あ
り
、
自
由
経
済
の
尊
重
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
後
者
は
、
内
閣
、
議
会
、
軍
部
、
そ
の
他
の
諸

機
関
が
協
力
し
合
っ
て
意
思
決
定
せ
よ
と
の
要
請
で

あ
っ
た
。
軍
部
の
暴
走
は
許
さ
な
い
と
の
決
意
を
示

し
た
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
主
権
者
で
あ
る
天
皇
が
明

確
に
指
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は

２
つ
の
方
針
は
無
視
さ
れ
押
し
流
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

張
作
霖
の
爆
殺
（
昭
和
３
年
６
月
）
か
ら
田
中
内

閣
の
瓦が

解か
い

（
昭
和
４
年
７
月
）
へ
、
浜
口
内
閣
下
の

金
解
禁
（
５
年
１
月
）
と
同
首
相
狙
撃
（
同
11
月
）、

横浜正金銀行ロンドン支店跡
（筆者撮影、当時のまま残っている）

～
貴た

か

き
者
の
責
務
～

 

日
本
住
宅
公
団
初
代
総
裁 

加
納
久ひ

さ

朗あ
き
ら

 

第
九
回

作
家
　
高
崎
哲
郎



金
融
界
の
有
力
者
と
交
流
す
る
こ
と
か
ら
、
久
朗
に

は
極
め
て
重
要
な
会
議
で
あ
り
、
日
本
の
国
際
関
係

に
お
け
る
立
場
を
説
明
す
る
重
要
な
機
会
で
あ
っ
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

昭
和
10
年
５
月
12
日
、
彼
が
月
一
度
の
バ
ー
ゼ
ル

へ
の
公
務
出
張
の
間
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
私
邸
は
悲
劇

に
襲
わ
れ
た
。
愛
妻
多
津
が
何
の
予
兆
も
な
く
突
然

倒
れ
急
逝
し
た
の
で
あ
る
。
死
因
は
急
性
心
臓
発
作

だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
享
年
43
歳
。
敬け
い

虔け
ん

な
キ
リ
ス
ト

教
徒
と
し
て
の
葬
儀
が
営
ま
れ
、
遺
体
は
ロ
ン
ド
ン

北
方
郊
外
の
ヘ
ン
ド
ン
公
園
墓
地
（H

endon Park 
Cem

etery

）
に
埋
葬
さ
れ
た
。
彼
は
墓
に
手
を
合
わ

せ
て「
ミ
ル
テ
の
花
」よ
り「
捧
げ
る
詩
」（
作
詩
フ
リ
ー

ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
（
ド
イ
ツ
）、
作
曲
ロ
ベ

ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
（
同
））
を
ド
イ
ツ
語
で
小
さ
い

声
で
歌
っ
た
。

　

D
u m

eine Seele, du m
ein H

erz, 

　

君
は
僕
の
魂
、
君
は
僕
の
心
、

　

D
u m

eine W
onn

’, o du m
ein Schm

erz,　

　

君
は
僕
の
喜
び
、
あ
あ
君
は
僕
の
痛
み
、

　

D
u m

eine W
elt, in der ich lebe,　

　
　
　
　

　

君
は
僕
の
生
き
る
世
界
、

　

M
ein H

im
m

el du, darein ich schw
ebe,　

　

　

君
は
僕
の
漂
う
大
空
、

　

O
 du m

ein G
rab, in das hinab.　

　
　
　
　

　

あ
あ　

君
は
僕
の
墓
、
そ
こ
へ
僕
は

　

Ich ew
ig m

einen Kum
m

er gab! 　
　
　

　

永
遠
に
自
分
の
悲
し
み
を
埋
め
よ
う
！　
（
以
下
略
）

　

前
日
、
彼
女
は
い
つ
も
の
よ
う
に
娘
ロ
ー
ザ
と
乗

馬
の
レ
ッ
ス
ン
を
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
で
受
け
、
午
後
は

ロ
ー
ワ
ー
・
シ
デ
ナ
ム
に
あ
る
横
浜
正
金
銀
行
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。
他
界
し

た
日
曜
日
、
彼
女
は
ロ
ー
ザ
と
一
緒
に
い
つ
も
の
よ

う
に
聖
書
を
読
み
讃
美
歌
を
歌
い
、
午
後
は
静
か
に

編
み
物
を
し
て
い
て
突
然
倒
れ
た
の
で
あ
る
。
久
朗

は
ス
イ
ス
に
い
て
ロ
ン
ド
ン
に
直
ち
に
帰
宅
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
彼
女
は
美
し
く
知
的
で
あ
り
、

夫
久
朗
に
と
っ
て
大
き
な
力
の
源
泉
で
あ
り
外
交
的

支
店
長
は
、
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
日
本
人
社
会

の
事
実
上
の
リ
ー
ダ
ー
に
も
な
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
最
重
要
な
変
化
は
イ
ギ
リ
ス
国

内
に
お
け
る
日
本
の
甚
だ
し
い
イ
メ
ー
ジ
ダ

ウ
ン
だ
っ
た
。
満
州
事
変
な
ど
一
連
の
軍
事

行
動
や
国
際
連
盟
か
ら
の
脱
退
は
、
イ
ギ
リ

ス
国
民
の
日
本
に
対
す
る
名
声
や
イ
メ
ー
ジ

を
致
命
的
に
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
日
本
の

軍
事
力
を
背
景
に
し
た
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
の
市
場
へ
の
進
出
や
資
源
確
保
は
イ
ギ

リ
ス
海
外
市
場
に
と
っ
て
脅
威
と
な
っ
た
。

　　

久
朗
の
ロ
ン
ド
ン
勤
務
は
、
台
頭
す
る
反
日
感
情

の
払ふ
っ

拭し
ょ
くに
個
人
と
し
て
ま
た
公
人
と
し
て
す
べ
て
を

捧
げ
た
と
も
言
え
る
。
彼
の
公
的
な
活
動
は
祖
国
と

イ
ギ
リ
ス
と
の
架
け
橋
と
し
て
、
祖
国
の
国
際
的
立

場
の
修
復
に
必
死
に
動
く
こ
と
に
あ
て
ら
れ
た
。
世

界
最
大
の
為
替
銀
行
の
一
つ
の
イ
ギ
リ
ス
支
店
代
表

と
し
て
、
彼
は
国
際
的
な
金
融
界
の
首
脳
ら
は
も
と

よ
り
政
界
の
有
力
者
に
も
果
敢
に
接
近
し
理
解
を
求

め
た
。

　

加
納
家
は
ほ
ぼ
３
日
に
１
回
著
名
人
を
呼
ん
で
晩

餐
会
を
開
い
た
。
こ
の
た
め
彼
は
支
店
長
公
邸
を
ロ

ン
ド
ン
南
方
郊
外
の
ス
ト
レ
ッ
タ
ム
か
ら
中
心
街
の

ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
に
移
し
た
。
公
邸
は
高
級
住
宅
街
の

プ
リ
ン
セ
ス
・
ゲ
ー
ト
・
コ
ー
ト
（Princess Gate 

Court

）
に
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
支
店
ま
で
バ
ス
で
20

分
程
度
の
距
離
だ
っ
た
。
久
朗
の
生
活
ぶ
り
は
見
た

目
に
は
輝
か
し
い
も
の
だ
っ
た
。
す
べ
て
の
食
料
・

雑
貨
品
は
ハ
ロ
ッ
ズ
（
ロ
ン
ド
ン
の
代
表
的
な
高
級

百
貨
店
）
に
注
文
し
届
け
さ
せ
て
い
る
。
末
娘
の
英

子
（
ロ
ー
ザ
）
を
英
国
社
交
界
に
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
よ

う
と
準
備
し
た
。
彼
の
考
え
で
は
、
子
爵
に
期
待
さ

れ
て
い
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
規
準
を
維
持
す
る
こ

と
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
当
然
の
義
務
に
応
え
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
彼
は
父
久
宜
が
鹿
児
島
県
知
事
時
代

努
力
を
支
え
る
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
。
彼
女

の
急
逝
以
降
、
久
朗
は
末
娘
ロ
ー
ザ
に
女
性
主
人
と

し
て
家
計
を
切
り
盛
り
す
る
よ
う
頼
る
よ
う
に
な
る
。

彼
女
は
ま
だ
14
歳
だ
っ
た
。

　
『
日
本
の
貴
婦
人
』（
稲
木
紫
織
）
で
、伊
藤
英
子
（
旧

姓
加
納
、
ロ
ー
ザ
）
さ
ん
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ

て
い
る
。
一
部
を
紹
介
す
る
。

Ｑ
：
小
さ
い
頃
の
躾
し
つ
け

は
厳
し
か
っ
た
で
す
か
？

伊
藤
：
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
お
行
儀
や
な
ん
か
も

の
す
ご
く
や
か
ま
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
も
私
は

兄
が
２
人
（
久
通
、
久
次
）
の
、
姉
が
１
人
（
多
恵
子
）

の
末
っ
子
で
し
た
の
で
、
兄
た
ち
な
ん
か
も
っ
と
怖
い

思
い
を
し
た
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
（
笑
）。
服
装
で
も
、

父
の
仕
事
で
カ
ル
カ
ッ
タ
に
ま
い
り
ま
し
た
時
は
、
あ

の
冷
房
の
な
い
す
ご
い
暑
さ
で
も
父
は
い
つ
も
ビ
シ
ッ

と
背
広
を
着
て
、
家
族
だ
け
で
お
食
事
を
い
た
だ
く
時

で
も
、
み
ん
な
き
ち
ん
と
正
装
し
て
お
り
ま
し
た
。

Ｑ
：
お
母
様
が
早
く
亡
く
な
ら
れ
た
と
か
？

伊
藤
：
は
い
。
そ
れ
で
父
が
、
こ
う
な
っ
た
ら
ロ
ー
ザ

が
女
主
人
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と

言
っ
て
、
家
を
任
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
兄
た
ち

は
日
本
で
学
校
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
し
、
８
つ
上
の

姉
は
も
う
結
婚
し
て
日
本
に
お
り
ま
し
た
の
で
。
そ
の

時
（
母
死
亡
時
）、
私
は
13
歳
（
正
し
く
は
14
歳
）
で
し

た
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
は
や
れ
て
な
い
ん
で
す
け
ど
、
小

さ
い
時
か
ら
母
の
や
り
よ
う
を
見
て
教
え
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
。

Ｑ
：
一
家
の
女
主
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
？

伊
藤
：
父
が
い
つ
も
申
し
て
お
り
ま
し

た
。
女
は
男
が
仕
事
に
出
る
時
は
、
そ
れ

に
頭
を
全
部
集
中
し
て
、
そ
し
て
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
家
庭
内
の
煩

わ
ず
ら

わ
し
い

こ
と
は
聞
か
せ
な
い
で
く
れ
、
と
。
そ
れ

で
帰
っ
て
き
た
時
は
、
ど
ん
な
に
忙
し
く

て
も
や
っ
ぱ
り
き
ち
ん
と
身
仕
舞
を
整
え

て
、「
お
帰
り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
笑
顔

で
迎
え
る
よ
う
に
、
と
。
で
す
か
ら
、
結

婚
す
る
時
も
そ
れ
を
す
ご
く
注
意
さ
れ

に
し
た
よ
う
に
私

財
を
投
じ
る
こ
と

に
躊
躇
し
な
か
っ

た
。
リ
ベ
ー
ト
を

払
う
際
も
私
費
を

使
っ
た
。
私
利
私

欲
な
く
精
神
も
行

為
も
祖
国
の
た
め

に
捧
げ
て
い
た
。

そ
こ
に
は
華
族
と

し
て
の
プ
ラ
イ
ド

が
あ
っ
た
。

　

横
浜
正
金
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
の
も
う
一
つ
の

重
責
は
、
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
に
あ
る
国
際
決
済
銀

行
（B.I.S, Bank for International Settlem

ents

）

の
商
業
・
工
業
・
金
融
分
野
の
日
本
代
表
（
理
事
）

と
し
て
働
く
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
国
際
人
加
納
久

朗
の
人
脈
を
大
き
く
広
げ
る
の
に
役
立
っ
た
。

　

国
際
決
済
銀
行
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ

ツ
の
賠
償
金
支
払
い
問
題
に
当
た
っ
て
、
昭
和
５
年

（
１
９
３
０
）
に
資
本
金
５
億
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
で
設

立
さ
れ
た
特
殊
銀
行
で
、
ラ
イ
ン
川
の
港
湾
都
市
バ
ー

ゼ
ル
に
本
部
が
あ
る
。
同
銀
行
の
主
要
業
務
は
、
第

一
に
国
政
金
融
決
済
に
関
す
る
実
行
な
い
し
委
託
を

行
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
各
国
中
央
銀
行
間
の
話

し
合
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。B.I.S

の
定

例
理
事
会
は
、
８
月
と
９
月
を
除
く
毎
月
第
二
月
曜

日
に
開
催
さ
れ
た
。
日
本
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
主
要
先

進
国
の
中
央
銀
行
総
裁
そ
の
他
幹
部
が
非
公
式
に
会

合
し
て
お
り
、
重
要
な
協
定
が
成
立
し
て
い
る
。
日

本
は
当
初
、
市
中
銀
行
がB.I.S

に
出
資
し
第
二
次
世

界
大
戦
終
了
に
至
る
ま
で
理
事
を
派
遣
し
た
。
横
浜

正
金
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
が
理
事
（
日
本
代
表
）

と
し
て
派
遣
さ
れ
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
９
年
５
月
か
ら
、
久
朗
は
毎
月
一
回
バ
ー
ゼ

ル
に
飛
び
理
事
会
に
出
席
し
た
。
理
事
会
は
世
界
の

ま
し
た
。
で
も
両
親
は
本
当
に
仲
の
よ
い
夫
婦
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
父
は
母
を
と
て
も
大
切
に
し
て
お
り
ま
し

た
。
父
は
わ
り
に
せ
っ
か
ち
で
癇か

ん

癪
し
ゃ
く

持
ち
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
短
気
を
お
こ
す
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ

ど
、
母
は
い
つ
も
「
今
日
は
ち
ょ
っ
と
風
当
た
り
が
悪

い
で
す
ね
」
と
か
言
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
お
り
ま
し

た
。
母
が
偉
い
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
実
際
に
家
を
ど
う
切
り
盛
り
な
さ
い
ま
し
た
か
？

伊
藤
：
お
客
様
が
多
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
も
う

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
お
偉
い
方
々
が
…
。
山
本
五
十
六
元
帥

と
か
講
道
館
の
加
納
治
五
郎
先
生
と
か
、
当
時
の
ゲ
ス

ト
ブ
ッ
ク
が
残
っ
て
い
ま
し
た
ら
び
っ
く
り
す
る
よ
う

な
方
が
次
か
ら
次
へ
と
。
当
時
日
本
か
ら
お
見
え
の
お

客
様
は
、
大
使
館
で
も
お
招
ば
れ
に
な
り
、
う
ち
で
も

必
ず
お
招
き
し
て
お
り
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
イ
ギ
リ

ス
人
コ
ッ
ク
（
ホ
ィ
ニ
ィ
）
が
お
り
ま
し
た
の
で
、
私

は
そ
の
人
と
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
ま
し
た
。
父
の
意
向
で

家
族
だ
け
の
食
事
で
も
、
生
活
全
般
に
お
い
て
も
完
璧

に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
タ
イ
ル
を
通
し
て
お
り
ま
し

た
。
た
だ
父
は
と
て
も
潔
癖
な
人
で
、
お
も
て
な
し
は

普
通
官
費
で
い
た
し
ま
す
が
、
全
部
私
費
で
い
た
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

昭
和
11
年
６
月
24
日　

外
交
官
吉
田
茂
（
後
の
内

閣
総
理
大
臣
）
が
駐
英
大
使
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
着

任
し
て
き
た
。
久
朗
と
の
宿
命
的
な
巡
り
合
い
と
な

る
。
吉
田
茂
は
11
年
か
ら
13
年
ま
で
の
約
３
年
間
駐

英
日
本
大
使
を
務
め
た
。
吉
田
家
と
加
納
家
は
親
し

い
関
係
に
あ
っ
た
。
吉
田
大
使
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
の

関
係
を
強
化
し
、
ド
イ
ツ
と
の
関
係
強
化
に
反
対
す

る
動
き
を
果
敢
に
行
っ
て
い
る
間
、
久
朗
も
銀
行
員

と
し
て
同
じ
目
的
で
有
力
者
に
面
会
を
求
め
続
け
た
。

マ
ス
コ
ミ
に
も
対
応
し
た
。
二
人
は
日
本
と
イ
ギ
リ

ス
と
は
中
国
問
題
に
関
し
て
互
い
に
協
調
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
う
で
き
る
と
確
信
を
持
っ
て
い
た
。
11
年

10
月
に
吉
田
茂
大
使
夫
妻
を
歓
迎
す
る
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
イ
テ
ィ
の
総
会
で
、
久
朗
は
ア
ー
ル
伯
爵
の
乾

杯
に
応
え
演
説
し
て
い
る
。

"Capitalists of both countries know
 all too w

ell 
that unnecessary and unhealthy com

petition 
sim

ply kills their ow
n business. W

hat is needed 
is collaboration, not com

petition, coordination, 
not antagonism

"

（
日
英
の
資
本
家
は
、
不
必
要
で

不
健
全
な
競
争
は
自
分
自
身
の
事
業
を
殺
し
て
し
ま

う
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
存
分
に
知
っ
て
い
る
。
必
要

な
こ
と
は
、
協
調
で
あ
っ
て
競
争
で
は
な
い
、
調
和

で
あ
っ
て
、
敵
対
で
は
な
い)

　

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
経
済
人
の
間
に
交
流
・
対
話

を
増
や
そ
う
と
、
久
朗
は
月
一
度
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

イ
テ
ィ
の
昼
食
会
を
創
始
し
た
。（
久
朗
の
英
語
名
刺

は
子
爵（Viscount

）と
ロ
ン
ド
ン
支
店
長（M

anager

）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
）。
彼
が
接
触
し
た
イ
ギ
リ
ス
側

の
重
要
人
物
に
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
首
相
、
イ
ー

デ
ン
外
相
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
総
裁
ら
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
イ
テ
ィ
に
参
加
し
た
影
響
力
の
あ
る
人
々
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
彼
は
戦
争
回
避
に
向
け

秘
密
裏
に
日
本
の
有
力
者
に
電
報
や
手
紙
を
送
り
続

け
た
。
送
り
先
に
は
牧
野
伸
顕
侯
爵
、
近
衛
文
麿
公

爵
、
木
戸
幸
一
内
大
臣
、
原
田
熊
男
ら
軍
部
の
横
暴

に
批
判
的
な
天
皇
側
近
の
華
族
グ
ル
ー
プ
が
い
た
（
次

号
で
詳
述
）。

　

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
方
面
へ
の
出
張
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に

着
い
た
時
、
彼
は
新
聞
を
手
に
し
て
日
華
事
変
（
昭
和

12
年
、
１
９
３
７
）
が
勃
発
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
彼

は
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
に
動
転
し
す
べ
て
の
日
程
を
切

り
上
げ
直
ち
に
ロ
ン
ド
ン
に
戻
っ
た
。「
日
英
関
係
は

"Point of no return"

（
引
き
戻
せ
な
い
地
点
）
を
越

え
て
し
ま
っ
た
の
か
！
」。
彼
は
悔
し
涙
に
く
れ
た
。

（
参
考
文
献
：
千
葉
県
一
宮
町
教
育
委
員
会
蔵
「
加
納
家
史

料
」、『
吉
田
茂
書
翰
追
補
』（（
財
）
吉
田
茂
国
際
基
金
）、『
横

浜
正
金
銀
行
全
史
』、
伊
藤
恵
子
様
（
ロ
ン
ド
ン
在
住
）
提

供
文
献
、『
日
本
の
近
代　

政
党
か
ら
軍
部
へ
』（
北
岡
伸
一
、

中
央
公
論
新
社
）、
筑
波
大
学
付
属
図
書
館
資
料
）。

（
つ
づ
く
）。

妻多津の墓
（筆者撮影、ロンドン北部のヘンドン公園墓地）

加納家私邸跡（筆者撮影、当時のままのマンション、
ロンドン住宅街、Princess Gate court,London)


